
　　数数学学ププロロググララムム課課程程表表（（専専門門科科目目））

 単位数

   授　業　科　目 必 選 備　　　　考

修 択

解析学Ⅰ

解析学Ⅱ

解析学Ⅲ

解析学Ⅳ

線形代数学ⅠA

線形代数学ⅠB

線形代数学ⅡA

線形代数学ⅡB

位相空間論ⅠA

位相空間論ⅠB

位相空間論ⅡA

位相空間論ⅡB

プログラミングⅠA

プログラミングⅠB

プログラミングⅡA

プログラミングⅡB

微分方程式概論A

微分方程式概論B

幾何学概論ⅠA

幾何学概論ⅠB

幾何学概論ⅡA

幾何学概論ⅡB

代数学ⅠA

代数学ⅠB

代数学ⅡA※1

代数学ⅡB※1

幾何学A

幾何学B

複素解析学ⅠA

複素解析学ⅠB

複素解析学ⅡA

複素解析学ⅡB

実解析学ⅠA※1

実解析学ⅠB※1

実解析学ⅡA※1

実解析学ⅡB※1

微分方程式論A

微分方程式論B

情報代数学A

情報代数学B

数値解析学A

数値解析学B

関数解析学A

関数解析学B

確率論A

確率論B

代数学特論ⅠA 隔年

代数学特論ⅠB 隔年

代数学特論ⅡA 隔年

代数学特論ⅡB 隔年

幾何学特論ⅠA 隔年

幾何学特論ⅠB 隔年

幾何学特論ⅡA 隔年

幾何学特論ⅡB 隔年

解析学特論ⅠA 隔年

解析学特論ⅠB 隔年

解析学特論ⅡA 隔年

解析学特論ⅡB 隔年

科学英語（数学）Ⅰ

科学英語（数学）Ⅱ

※ 数学特別演習A

※ 数学特別演習B

※ 数学卒業研究

「注1」※１から２単位を選択必修とする。

「注2」授業科目左端に※のある授業科目は，原則として他プログラムの学生が履修できない科目である。
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履履修修上上のの注注意意事事項項（（卒卒業業要要件件及及びび進進級級要要件件等等））

卒業要件

教養教育科目必修 単位（外国語系 単位，情報処理系 単位）

教養教育科目選択 単位（人文科学系 ，社会科学系 ，医療・健康科学系又は

総合科目系 ，人文科学系・社会科学系・医療・健康科学系・総合科目系・

外国語系・保健体育系・情報処理系いずれかから 単位）

理学科共通科目 単位（必修 単位、選択 単位）

物理学プログラム基盤科目 単位

（必修 単位，選択 単位（他プログラム基盤科目 単位含む）

物理学プログラム発展科目 単位

（必修 単位（卒業研究 単位含む），選択 単位）

横断科目 単位（選択 単位）

さらに自由選択科目 単位，計 単位の修得が必要である。

４年進級の要件

卒業研究・洋書講読の単位を除いて，卒業に必要な単位を原則としてすべて修得していること。

研究グループへの配属

４年に進級すると５つの研究グループのいずれかに属して卒業研究を行う：

物性第１（固体物理），物性第２（ナノ物理），

量子第１（理論物理），量子第２（電波物理），量子第３（レーザー物理）。

配属に際しては原則として学生の志望が尊重される。しかし研究グループごとの受け入れ

人数には自ずと制限があるので，全員の第一志望がすべて叶えられるとは限らない。

プログラム専門科目の履修

・ 年次に開講されるプログラム専門科目の履修には注意が必要である。履修科目の選

択を誤ると以後の学習に支障をきたすことになる。とくに４年次の卒業研究に影響がでる。

科目選択にあたっては，将来に配属を希望する研究グループの教員に前もって相談しておく

ことが望ましい。

物理学プログラムでは，積み重ねが重要な，広範な物理学の分野を基礎から順に学ぶことが

できるようにカリキュラムが組まれている。 
2 年次の第 2 タームまでは教養教育科目を主要に一般教養の見識を高めるカリキュラムを

進めていく。また理学科共通科目，横断科目が用意され，各プログラムを跨いだ理学の基礎

概念を学ぶ。 
2 年次第 3 ターム以降 3 年次終了までは，物理学プログラムの基盤科目，発展科目を通して

基礎から応用までに及ぶ知識，技術の研鑽を行う。特に物理学学生実験では課題の設定，解決

方法の模索と実践，結果に対する物理学的考察による課題の解決まで，自らが系統立てて物理

学のセンスを研鑽できる内容となっている。 
4 年次では物理学プログラムを構成している研究グループ 1 つに配属され，1 年間をかけ卒

業研究を行う。指導教員が直接に，研究ノウハウを与え，初学者として自立した研究を実践  
する為のサポートをする。 

物 理 学 プ ロ グ ラ ム 
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履履修修上上のの注注意意事事項項（（卒卒業業要要件件及及びび進進級級要要件件等等））

卒業要件

教養教育科目必修 単位（外国語系 単位，情報処理系 単位）

教養教育科目選択 単位（人文科学系 ，社会科学系 ，医療・健康科学系又は

総合科目系 ，人文科学系・社会科学系・医療・健康科学系・総合科目系・

外国語系・保健体育系・情報処理系いずれかから 単位）

理学科共通科目 単位（必修 単位、選択 単位）

生物科学プログラム基盤科目 単位

（必修 単位，選択 単位（他プログラム基盤科目 単位含む）

生物科学プログラム発展科目： 単位

（必修 単位（卒業研究 単位），選択 単位（選択必修 単位含む））

横断科目 単位（選択 単位）

さらに自由選択科目 単位，計 単位の修得が必要である。

４年進級の要件

卒業研究の単位を除いて卒業に必要な単位をすべて取得し終わっていること。

生 物 科 学 プ ロ グ ラ ム 

生物科学プログラムでは，広範な生物科学領域を効率的に学ぶため，主要ないくつかの分野
を基礎から順に学んでいくカリキュラムが組み立てられている。カリキュラムマップ等を参
考に，必修科目は開講時に順次修得し，選択科目であっても，生物科学プログラム開講科目は
すべて履修することが望ましい。これらに加え，他プログラム開講科目や横断科目も履修
しなければならない（生物科学プログラム開講科目だけでは卒業要件を満たすことができな
いので注意すること）。可能な範囲で，全ての基盤科目・発展科目を修得することが望ましい。 
同時に，生物科学プログラムでは，実験・実習を通して，試薬や器具の使用方法や解析手法を
身に付けることも重要視している。 

3 年次の生物科学実験 II A〜D は，生物科学プログラムの各教員が実施する専門的な実習で
あり，卒業研究の準備としても重要な機会であるため，可能な限り履修すること。 

4 年次から本格的な卒業研究が開始され，指導教員からマンツーマンで指導を受ける。卒業
研究に十分に打ち込めるよう，4 年次への進級には卒業研究の単位を除いて卒業に必要な単位
をすべて取得し終わっている必要がある。研究現場の最先端に立つためには，大学院への進学
を強く奨める。 

他プログラム向け：生物科学プログラムの開講科目は，基盤科目から順次履修することを
前提としており，発展科目だけを履修するのは難しい場合があるので注意すること。実験科目
は，器具や実験室の制約のため，他プログラムからの受入は原則として行わない。 
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